
第5回（文系第3回）チャレンジ講座を7月16日（水曜日）に行いま
した。今回は，経済学部の朝美淑子先生に「災害時に必要な単語や
文章を英語で話そう」というテーマで講義をしていただきました。

まず初めに，「防災英語教育のきっかけ」について話していただき
ました。熊本地震の際，防災意識が脆弱な外国人，具体的には10年

以上日本に在住している外国人教師との出会いがあったそうです。⾧く日本で暮らしていても，災
害発生時に適切な対応ができなかったということでした。

この背景には，「気を使いすぎた」英語による混乱や，「日本特有
の地震に関する知識」の不足があるようです。ここでいう「気を使
いすぎた」英語とは，無理に英語で表記しようとしたことで，かえ
って混乱を招くケースを指します。たとえば，「春日神社」を「Kasu
ga Shrine」と英訳するよりも，「Kasuga Jinja」とローマ字で表記し
た方が，看板と地名に整合性があり，緊急時にはより伝わりやすい
ということです。

次に参加者は，避難中や避難所で外国人がどのような状態に置か
れているのかを想像する活動を行いました。先生は，「自分自身が海
外で災害に遭った場合を想像し，その想像をもとに考えてみましょ
う」と呼びかけられました。

また，地域によって災害の種類は大きく異なるため，それぞれに
応じた防災英語の準備が必要である，という指摘がありました。したがって，自分の地域の災害リ
スクを正しく理解し，それを英語で伝えられるようにすることが重要だ，と説明されました。

最後に，「日本人だけでなく，すべての人の命が一つでも多く助か
るように考えることが大切です」とお話いただきました。

今回の記事（講義概要）は，安心院高校が担当しました。

今回の講座には，会場の経済学部203号教室で2名，オンラインで3
29名，合計331名の高校生が参加しました。感想の一部を紹介します。

○防災での外国人の対応はあまり思ったことがなかったので外国人が災害時に困っていること，表
記，実際に災害時に外国人に対してかける言葉など初めて知ることが多くとても勉強なりました。

○国際化が進む中で，地震大国と呼ばれる日本では非常に必要な視点だと思いました。国を挙げて
想定，対策すべきことではないかと思います。私自身も今まで考えたことがなかったので，非常
に興味深く，面白かったです。日常的にも考えてみたいと思いました。

○少しの努力，工夫でコミュニケーションをとることができること
に気づくことができた。指差しで話をするという考えが私には驚
きだった。次回もこのような素晴らしい会を開いて欲しいと思っ
た。
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